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� ●昭和初期横浜市の指定名木

昭
和
初
期
横
浜
市
の 

　
　
　
　
　  

指
定
名
木

巨
木
・
老
木
な
ど
名
だ
た
る
樹
木
は
、
し

ば
し
ば
神
木
な
ど
と
し
て
保
存
さ
れ
て
き
た

が
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
史
蹟
名
勝
天

然
紀
念
物
保
存
法
に
よ
っ
て
「
紀
念
物
」
と

し
て
保
存
す
る
対
象
と
な
っ
た
。
史
蹟
名
勝

天
然
紀
念
物
保
存
要
目
に
は
、
保
存
す
べ
き

植
物
の
一
項
目
と
し
て
「
社
叢
、
著
シ
キ
並

木
、
名
木
、
巨
樹
、
老
樹
」
を
挙
げ
て
い
る

（
一
九
二
〇
年
制
定
）。
県
市
に
お
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
保
存
の
方
策
が
と
ら
れ
て
い
く
。

横
浜
市
で
は
、「
其
儘
置
け
ば
昔
な
が
ら

の
名
木
も
珍
木
も
枯
れ
も
し
や
う
、
朽
ち
も

し
や
う
〔
略
〕、
こ
れ
を
憂
い
そ
れ
を
惜
し

ん
で
郷
土
愛
に
燃
ゆ
る
人
達
」（
栗
原
清
一

一
九
二
八
）
に
よ
り
、
大
正
前
期
か
ら
保
存

の
動
き
が
起
こ
っ
て
い
る
（『
横
浜
市
史
稿
』

地
理
編
、
第
九
章
）。
一
六（
大
正
五
）年「
名

勝
史
蹟
其
他
保
存
ニ
関
ス
ル
臨
時
委
員
組
織

及
職
務
権
限
」
に
よ
り
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

前
年
に
保
護
が
決
ま
っ
た
英
国
領
事
館
内
の

玉
楠
な
ど
六
木
を
名
木
に
指
定
し
た
。
こ
の

名
木
と
指
定
さ
れ
な
か

っ
た
四
木
を
合
わ
せ
て
、

前
出
の
栗
原
清
一
は「
十

名
木
」
と
記
し
て
い
る
。

指
定
さ
れ
た
六
木
の

う
ち
、
本
牧
町
原
の「
抱

合
松
」
は
一
九
二
一
（
大

正
一
〇
）
年
に
暴
風
の

た
め
に
倒
木
し
、「
ペ
ル

リ
上
陸
地
点
の
玉
楠
」

は
関
東
大
震
災
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
焼
失
し

た
。
堀
ノ
内
町
宝
生
寺
の
「
千
年
松
」
は
、

震
災
後
の
土
砂
崩
落
等
に
よ
り
二
六
年
に
枯

死
に
瀕
し
、
同
寺
の
通
報
に
よ
り
横
浜
市
土

木
局
技
師
が
調
査
し
た
が
「
快
復
ノ
見
込
無

之
ト
ノ
事
」に
よ
り
指
定
が
解
除
さ
れ
た（
各

課
一
六
二
八
）。
他
方
で
二
五
年
度
に
は
、

新
規
に
弘
明
寺
町
の
玉
楠
が
指
定
さ
れ
、
昭

和
初
期
に
は
、
名
木
は
四
木
と
な
っ
た
（
市

史
稿
）。
な
お
「
ペ
ル
リ
上
陸
地
点
の
玉
楠
」

は
、
二
四
年
に
「
其
ノ
根
幹
ヨ
リ
余
蘖
発
生

シ
タ
ル
ニ
依
リ
」（『
横
浜
市
事
務
報
告
書
』

大
正
一
三
年
）
柵
を
造
り
、
二
七
年
に
は
枯

れ
た
幹
枝
を
伐
採
す
る
な
ど
し
て
（「
史
蹟

名
勝
天
然
記
念
物
関
係
」、
各
課
一
六
二
八
）、

「
我
国
開
港
談
判
所
遺
跡
タ
ル
記
念
ノ
天

然
物
ト
シ
テ
」（
同
昭
和
四
年
）、
名
木
と
は

別
枠
で
保
護
さ
れ
て
い
る
。

一
九
二
七
年
市
域
拡
張
と
新
指
定

二
七
（
昭
和
二
）
年
、
横
浜
市
は
久
良
岐

郡
・
橘
樹
郡
・
都
筑
郡
の
二
町
七
村
を
合
併

し
た
。
新
た
に
市
域
と
な
っ
た
地
域
に
お
い

て
も
、
名
木
調
査
が
、
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
て

い
っ
た
。

同
年
に
は
、
各
出
張
所

を
通
じ
て
調
査
を
行
い
一

三
件
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

翌
二
八
年
に
は
神
奈
川
県

か
ら
の
「
老
樹
名
木
名
所

旧
跡
奇
岩
」
の
照
会
に
対

し
同
様
に
調
査
し
、
鶴
見

区
一
〇
・
神
奈
川
区
三

一
・
中
区
八
・
磯
子
区
一

六
・
保
土
ケ
谷
区
一
を
挙

げ
て
い
る
（
各
課
一
六
二

八
）。二

九
（
昭
和
四
）
年
一

一
月
に
は
、
新
た
に
一
〇

木
が
名
木
に
指
定
さ
れ
て

い
る
（
表
1
）。
各
名
木
の

由
来
は
、
前
出
の
『
横
浜

市
史
稿
』
地
理
編
に
詳
し
い
。

こ
れ
ら
は
「
何
レ
モ
標
札
、

施
肥
外
柵
其
他
ノ
手
入
ヲ

ナ
セ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

標
札
を
立
て
、
柵
な
ど
で
保
護
し
、
肥
料
を

与
え
る
な
ど
の
管
理
を
し
て
い
る
（
各
課
一

六
二
八
・
事
務
報
告
書
二
九
年
、
以
下
、
主

に
各
年
の
事
務
報
告
書
に
よ
る
）。ま
た
、「
ペ

ル
リ
上
陸
地
点
の
玉
楠
」
に
つ
い
て
は
、
先

述
の
よ
う
に
名
木
と
は
別
に
保
護
措
置
が
採

ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
三
〇
（
昭
和
五
）
年

六
月
に
は
、
英
国
領
事
館
本
建
築
の
た
め
に

数
間
離
れ
た
と
こ
ろ
に
移
植
を
行
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
三
二
（
昭
和
七
）
年
一
一
月

一
四
・
一
五
日
に
は
、
県
内
各
地
が
台
風
に

よ
り
大
き
な
被
害
と
な
っ
て
い
る
。
名
木
で

も
、
弘
明
寺
町
の
玉
楠
が
「
樹
幹
割
裂
」
し

た
た
め
、「
根
本
ヨ
リ
一
丈
余
ノ
処
ヨ
リ
伐

採
シ
木
株
ノ
ミ
」
と
な
っ
た
。
ま
た
、
後
に

横
浜
市
に
合
併
す
る
鎌
倉
郡
大
正
村
の
東
海

道
松
並
木
が
二
〇
本
以
上
も
倒
木
し
、
川
上

村
で
も
松
並
木
が
倒
木
し
て
い
る
（
横
貿
一

一
月
一
六
・
一
七
日
）。

三
三
（
昭
和
八
）
年
度
に
は
、
鶴
見
神
社

の
欅
が
「
夏
時
旱
魃
ノ
為
樹
葉
変
色
シ
樹
勢

頗
ル
衰
」
え
た
た
め
に
「
蓆
巻
給
水
等
」
を

施
し
、
翌
年
も
旱
魃
対
策
を
行
い
、
ま
た
三

ツ
沢
豊
顕
寺
の
高
野
槇
で
は
「
樹
枝
ノ
剪
除
、

写真1　西根岸町宝積寺の槇 絵葉書
(各課1628所収)

樹種 俗称 胸高周囲
(尺)

高さ
(尺)

樹齢
(年) 所在

従
来
指
定

玉楠 － 20.0 15 1,000 中区根岸町加曾

玉楠 － 12.0 30 400 中区弘明寺町字山下

高野槇 － 9.2 66 400 神奈川区青木町三ツ沢 豊顕寺

槇 － 10.0 50 800 磯子区西根岸町 宝積寺

昭
和
4
年
度
指
定

槇 片身槇 8.5 35 500 中区笹下町 成就坊

梅 照水梅 3.5/2.5 20 300 磯子区杉田町 妙法寺

杉 刹竿樹 16.0 58 1,000 磯子区杉田町 東漸寺

黒松 彌勒松 14.0 100 450 神奈川区鳥山町五反町 三会寺

黒松 駒止メ松 15.0 60 500 神奈川区小机町宮原 村社住吉神社参道

黒松 硯松／傘松 12.0 50 400 神奈川区羽沢町字大道

黒松 乞食松／地蔵松 7.5 50 200 神奈川区鳥山町字向判下

欅 － 23.0 18 500 保土ケ谷区保土ケ谷町 樹源寺

楠 － 13.5 60 700 鶴見区鶴見町 東福寺

欅 － 12.0 50 400 鶴見区鶴見町豊岡 村社鶴見神社

表1　横浜市指定名木一覧(1929年)

出典：1929年11月26日「横浜市告示第213号」(『横浜市報』第151号、1929年11月26日)。
注：高さ、樹齢は約。
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外
柵
ノ
新
設
」
を
行
っ
て
い
る
。

三
四
（
昭
和
九
）
年
度
に
は
、
杉
田
町
「
刹

竿
樹
」
の
「
樹
梢
部
分
枯
死
」
し
て
き
た
た

め
に
施
肥
を
し
た
が
、
翌
年
度
に
は
「
樹
梢

枯
死
ヲ
来
シ
著
シ
ク
老
衰
」
し
て
い
る
の
で
、

施
肥
と
土
盛
、
柵
を
作
っ
て「
保
護
ニ
力
メ
」

て
い
る
。
ま
た
、
同
三
五
年
度
、
杉
田
町
妙

法
寺
の
「
照
水
梅
」（
写
真
2
）
の
若
木
が

枯
死
し
た
の
で
植
え
替
え
、
老
木
に
は
施
肥

土
盛
し
、
柵
を
設
置
し
て
い
る
。

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
は
、
先
に

台
風
の
被
害
に
よ
り
伐
採
し
た
弘
明
寺
町
の

玉
楠
の
名
木
指
定
を
解
除
し
て
い
る
。
翌
年

度
に
は
、
先
述
の
杉
田
町
「
刹
竿
樹
」
杉
が

枯
死
し
て
い
る
。

横
浜
史
料
調
査
委
員
会
と
名
木

横
浜
史
料
調
査
委
員
会
は
、一
九
三
四（
昭

和
九
）
年
二
月
、「
史
蹟
、
名
勝
、
史
料
其

ノ
他
ニ
関
ス
ル
調
査
」
を
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
た
（「
規
程
」、『
横
浜
市
例
規
類
集
』）。

初
期
は
、「
史
蹟
標
」
設
置
に
関
わ
る
史

蹟
調
査
が
主
で
あ
っ
た
が
、
調
査
地
や
周
辺

の
樹
木
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
同
一

一
月
の
第
八
回
委
員
会
で
は
、
生
麦
事
件
旧

蹟
な
ど
を
調
査
し
て
い
る
が
、そ
の
中
で「
境

木
地
蔵
堂
境
内
大
欅
ハ
武
相
国
境
ノ
境
木
デ

ア
リ
又
相
当
大
木
」、「
同
境
内
大
黄
楊
ハ
稀

ニ
見
ル
大
木
」、「
隣
若
林
氏
邸
前
道
路
向
ヒ

ニ
ア
ル
山
茶
花
モ
市
内
大
一
ノ
モ
ノ
」
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
名
木
と
す
る
価
値
が
あ
る
と

し
て
い
る
（「
例
会
記
録
」、
各
課
一
九
一
）。

一
九
三
六
年
、
合
併
に
よ
り
市
域
が
拡
張

す
る
と
、
あ
ら
た
な
名
木
指
定
の
た
め
の
調

査
が
委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
同
年
一
一
月
に
は
金
沢
六
浦

荘
方
面
の
現
地
調
査
が
行
わ
れ
（
各
課
三
四

九
）、
三
七
年
五
月
一
四
日
に
は
杉
田
妙
法

寺
（
二
七
年
合
併
地
域
）・
富
岡
榎
戸
・
金

沢
寺
前
町
・
金
沢
龍
華
寺
・
永
野
天
満
宮
の

調
査
が
予
定
さ
れ
て
い
た
（「
名
木
関
係
書

類
」、
各
課
一
六
二
九
）。
同
年
五
月
『
名
木

調
査
書
』
に
は
、
妙
法
寺
の
柏
槇
・
榧
、
富

岡
町
の
「
榎
戸
ノ
大
松
」（
黒
松
）、
寺
前
町

八
幡
社
の
大
銀
杏
、
金
沢
洲
崎

町
龍
華
寺
の
「
龍
燈
松
」（
黒

松
）、
六
浦
町
瀬
戸
神
社
の
槇
・

榧
・
柏
槇
、
上
行
寺
の
榧
、
永

谷
町
天
神
社
の
杉
が
挙
げ
ら
れ
、

大
銀
杏
・「
龍
燈
松
」・
瀬
戸
神

社
の
槇
以
外
が
、
名
木
に
指
定

さ
れ
た
（
各
課
一
六
二
九
）。

ま
た
「
ペ
ル
リ
上
陸
地
点
の
玉

楠
」
も
一
覧
に
掲
載
さ
れ
た
。

三
八
年
の
例
会
で
は
、
金
沢
谷
津
の
浅
間

社
の
樹
叢
や
宝
生
寺
裏
山
の
保
護
や
新
た
な

名
木
指
定
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
名

木
の
垣
の
修
理
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
横
浜
史
料
調
査
委
員
会
は
、
四
三

年
三
月
に
市
民
博
物
館
評
議
員
会
が
設
置
さ

れ
た
た
め
に
廃
止
さ
れ
た
。

豊
顕
寺「
高
野
槇
」の
天
然
記
念
物
指
定

豊
顕
寺
の
高
野
槇
は
、
一
八
六
〇
（
万
延

元
）・
六
一
年
に
来
日
し
た
ロ
バ
ー
ト
・
フ

ォ
ー
チ
ュ
ン
が
、
著
書
『
江
戸
と
北
京
』
に

お
い
て
言
及
し
、
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
し
て
い

る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
。

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
三
月
、
文
部

省
嘱
託
・
植
物
学
者
の
三
好
学
に
よ
り
調
査

が
行
わ
れ
て
い
る
（
文
部
省
編
『
天
然
紀
念

物
調
査
報
告　

植
物
之
部
』
第
一
八
輯
）。

こ
の
中
で
「
樹
形
の
整
正
に
し
て
優
美
な
る

点
に
於
て
は
此
樹
種
中
比
類
稀
な
る
も
の
と

云
ふ
べ
し
」
と
し
て
、「
名
木
と
し
て
保
存

す
べ
き
も
の
に
属
す
」
と
し
て
い
る
。

翌
年
三
月
、
県
よ
り
天
然
紀
念
物
指
定
の

見
込
み
な
の
で
関
係
書
類
を
提
出
す
る
よ
う

に
と
の
文
書
が
届
い
て
い
る
（「
史
蹟
名
勝

天
然
紀
念
物
関
係
」、
各
課
一
八
八
）。
市
で

は
「
指
定
申
請
」
と
し
て
、
こ
の
高
野
槇
と

枝
下
と
し
て
半
径
二
九
尺
・
七
三
坪
四
合
に

つ
い
て
、
調
書
・
図
面
・
写
真
（
写
真
3
）・

承
諾
書
を
添
え
て
四
月
に
提
出
し
て
い
る
。

同
年
一
〇
月
に
は
、
指
定
を
見
越
し
て
標
示

札
を
建
設
す
る
手
筈
を
整
え
て
い
る
。
そ
し

て
、
一
二
月
一
四
日
に
「
文
部
省
告
示
第
三

六
〇
号
」
に
よ
っ
て
指
定
が
告
示
、『
官
報
』

に
掲
載
さ
れ
た
。

四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
二
月
に
は
、
外
柵

の
朽
廃
が
著
し
く
立
ち
入
り
が
出
来
る
た
め

に
、「
樹
根
或
ハ
枝
条
ヲ
損
傷
サ
ル
ヽ
懼
ア

ル
」
と
し
て
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

戸
塚
・
港
北
方
面
の
合
併
と
名
木

横
浜
市
は
、
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
、
鎌

倉
郡
・
都
筑
郡
の
町
村
を
合
併
し
た
。

同
年
六
月
に
は
、
戸
塚
区
の
史
蹟
等
の
調

査
が
行
わ
れ
た
（
各
課
三
四
九
）。
調
査
先

の
う
ち
樹
木
は
、
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に

天
然
紀
念
物
に
指
定
さ
れ
た
「
戸
塚
ノ
一
本

松
」（
写
真
4
）
や
戸
塚
町
八
幡
神
社
の
「
扇

松
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

「
戸
塚
ノ
一
本
松
」
は
、
先
の
豊
顕
寺
の

「
高
野
槇
」
と
同
様
に
三
七
年
三
月
に
三
好

学
が
調
査
し
て
お
り
、「
本
樹
は
旧
東
海
道

並
木
の
一
に
し
て
、
高
く
土
坡
に
立
て
る
為

傷
害
を
蒙
む
る
こ
と
な
く
、
枝
は
十
分
に
伸

び
、
樹
形
の
美
な
る
に
よ
り
今
日
に
保
存
せ

ら
れ
た
り
」
と
記
し
、
一
二
月
二
一
日
「
文

部
省
告
示
第
四
三
二
号
」
に
よ
り
天
然
紀
念

物
に
指
定
さ
れ
た
。
指
定
は
、
川
上
村
大
字

写真3　豊顕寺の高野槇 1938年か
(各課188所収)

写真2　妙法寺の照水梅 絵葉書
(各課1628所収)



6

� ●昭和初期横浜市の指定名木

柏
尾
字
台
一
七
五
番
と
地
先
道
路
敷
二
畝
二

八
歩
九
勺
・
並
木
敷
一
畝
一
八
歩
四
合
三
勺
、

一
七
七
番
地
先
の
並
木
敷
一
畝
五
歩
六
合
四

勺
で
あ
っ
た
。

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
九
月
の
委
員

会
に
提
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
聖
蹟
史
蹟

名
勝
名
木
指
定
考
査
」
に
は
、
先
の
「
一
本

松
」
や
「
扇
松
」
の
他
、
川
和
町
八
幡
社
の

杉
や
荏
田
町
真
福
寺
の
紅
葉
な
ど
計
七
件
が

掲
載
さ
れ
、
指
定
の
候
補
と
な
っ
た
。

四
一
年
四
月
一
七
日
、
新
た
な
史
蹟
・
名

勝
等
が
「
横
浜
市
告
示
第
六
七
号
」
に
よ
り

告
示
さ
れ
た
。
名
木
で
は
、「
戸
塚
の
一
本

松
」、
川
和
町
八
幡
社
の
杉
（
三
件
）、
師
岡

町
熊
野
神
社
の
欅
、
吉
田
町
八
幡
大
神
の
椎

が
指
定
さ
れ
た
。
合
わ
せ
て
『
横
浜
市
報
』

に
は
「
従
来
指
定
さ
れ
た
る
も
の
」
も
掲
載

さ
れ
た
が
、
宝
積
寺
の
槇
、
三
会
寺
の
「
彌

勒
松
」、
鳥
山
町
の
「
乞
食
松
」、
富
岡
町
の

「
榎
戸
の
大
松
」
が
掲
載
さ
れ
ず
指
定
が
解

除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
宝
積
寺
の
槇

（
写
真
1
）
は
、
同
年
九
月
に
同
寺
か
ら
槇

が
「
枯
レ
、
附
近
通
行
ニ
モ
危
険
」
で
あ
る

の
で
伐
採
し
た
い
と
の
願
い
に

よ
り
、
翌
月
に
指
定
が
取
り
消

さ
れ
て
い
る
が
（
各
課
一
六
二

九
）、
こ
れ
以
前
の
告
示
に
既

に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
四
一
年
の
告
示
に
よ
り

二
四
木
が
名
木
と
な
っ
た
。
な

お
、
従
来
は
一
項
目
で
あ
っ
た

鶴
見
神
社
の
欅
は
、
こ
の
告
示

で
は
三
木
と
な
っ
て
い
る
。
三

八
年
「
天
然
紀
念
物
（
名
木
）

調
書
」（
各
課
一
八
八
）
に
は
手
書
き
で
「
三

本
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
以
前
か

ら
名
木
は
三
木
と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

昭
和
一
〇
年
代
の「
名
木
保
存
費
」

名
木
の
保
護
費
は
、
最
初
は
各
管
理
者
に

「
名
木
保
護
手
当
」
と
し
て
定
額
が
支
給
さ

れ
て
い
た
。
一
九
二
三
年
度
〜
二
五
年
度
に

は
一
二
円
宛
が
支
給
さ
れ
て
い
る
（
各
課
一

六
二
八
）。
こ
の
定
額
支
給
は
、
二
九
年
度

頃
ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、

三
三
年
度
か
ら
は
「
名
木
保
存
費
」
と
な
る
。

こ
れ
ら
は
「
名
所
旧
蹟
保
存
費
」
に
含
ま
れ
、

後
に
県
の
「
名
所
旧
蹟
保
存
費
補
助
」
が
入

っ
た
年
度
も
あ
っ
た
（
四
〇
〜
四
二
年
度
）。

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
度
で
は
、
鶴

見
神
社
の
欅
の
保
護
手
入
八
九
円
、
東
福
寺

玉
楠
の
垣
修
理
一
七
円
、
樹
源
寺
欅
の
垣
新

設
一
一
円
九
〇
銭
、
羽
沢
町
「
硯
松
」
の
垣

修
理
八
円
一
〇
銭
の
計
一
二
六
円
で
あ
っ
た
。

名
木
は
、
巨
木
老
木
で
あ
る
た
め
に
、

垣
・
支
柱
や
施
肥
だ
け
で
な
く
、後
出
の「
戸

塚
の
一
本
松
」
の
よ
う
に
樹
木
本
体
へ
の
措

置
も
行
っ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
三
六（
昭

和
一
一
）
年
の
三
会
寺
「
彌
勒
松
」
の
場
合

を
見
て
み
る
と
、「
三
会
寺
境
内
彌
勒
松
保

護
手
入
作
業
」
と
し
て
「
腐
朽
部
外
科
療
法

ヲ
施
シ
樹
幹
ノ
腐
蝕
ヲ
防
止
」
す
る
措
置
が

行
わ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
腐
朽
部
分

の
内
部
を
出
来
る
だ
け
取
り
除
き
、
空
洞
面

に
石
灰
硫
黄
合
剤
を
灌
注
し
、
防
湿
用
精
製

タ
ー
ル
を
塗
布
、
空
洞
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
充
填
し
、
樹
皮
色
の
モ
ル
タ
ル
を
塗
布
す

る
七
六
円
弱
の
計
画
で
あ
っ
た
（
各
課
一
六

二
八
）。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
、
四
一

年
告
示
に
は
「
彌
勒
松
」
は
掲
載
さ
れ
て
居

ら
ず
、
保
護
措
置
は
実
ら
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

太
平
洋
戦
争
中
の
名
木

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
、
神
奈
川
県

は
、
国
指
定
・
認
定
以
外
の
も
の
を
保
存
顕

彰
す
る
た
め
に
「
神
奈
川
県
史
蹟
名
勝
天
然

紀
念
物
等
保
存
顕
彰
規
程
」
を
制
定
し
た
。

横
浜
市
は
県
の
照
会
に
対
し
一
〇
件
を
回
答

し
て
い
る
が
、
樹
木
で
は
「
川
和
大
杉
」
を

挙
げ
て
い
る
（「
昭
和
十
八
年　

史
料
調
査

関
係
」、
各
課
三
四
八
）。

前
年
の
四
二
年
七
月
に
は
、
国
の
天
然
紀

念
物
「
戸
塚
の
一
本
松
」
に
落
雷
、
樹
皮
が

剥
が
れ
る
等
の
被
害
と
な
っ
た
。
一
一
月
に

は
タ
ー
ル
塗
布
な
ど
が
行
わ
れ
た
が
、
翌
年

三
月
に
は
「
其
後
樹
勢
衰
ヘ
放
置
セ
バ
枯
死

ノ
虞
レ
有
之
」
と
し
て
、「
枯
枝
ヲ
切
リ
除

キ
幹
枝
共
全
面
ニ
藁
縄
ヲ
巻
キ
粘
土
ヲ
塗
布

シ
病
虫
ノ
害
ヲ
防
除
ス
ル
」
保
護
工
事
の
許

可
を
申
請
し
、
四
月
に
認
可
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
四
四
年
一
一
月
に
は
「
種
々
保
護

ノ
方
途
ヲ
講
シ
候
モ
遂
ニ
本
年
九
月
ニ
至
リ

全
ク
枯
死
」
し
た
と
し
て
、
指
定
解
除
申
請

を
国
に
提
出
し
た
。
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年

一
〇
月
に
は
、
川
上
農
業
会
が
倉
庫
建
築
の

た
め
に
枯
損
木
の
払
い
下
げ
申
請
を
行
い
、

代
金
三
〇
〇
円
で
払
い
下
げ
ら
れ
て
伐
採
さ

れ
た
。
し
か
し
、
翌
年
七
月
、
県
か
ら
「
無

断
伐
採
し
た
旨
聞
き
及
び
」
報
告
を
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
戸
塚
区
で
は「
時

偶
々
戦
時
中
の
為
か
未
解
決
の
侭
保
留
中
で

あ
り
ま
し
た
処
」、「
主
管
課
に
て
紀
念
物
解

除
済
と
誤
認
し
て
許
可
」
し
た
旨
を
回
答
し

た
（「
昭
和
二
十
一
年
起　

史
蹟
名
勝
天
然

紀
念
物
」、
各
課
一
五
八
七
）。
こ
の
「
戸
塚

の
一
本
松
」
の
指
定
解
除
は
、
四
八
年
一
月

「
文
部
省
告
示
第
一
号
」
ま
で
遅
れ
て
い
る
。

同
じ
く
国
指
定
の
豊
顕
寺
高
野
槇
は
、
四

五
年
五
月
二
九
日
の
大
空
襲
に
よ
っ
て
焼
け

て
、
伐
採
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（『
神
奈
川

区
誌
』）。
し
か
し
、
四
九
年
三
月
の
一
覧
に

は
、
未
だ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る（
文
部
省『
史

蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
一
覧
』
一
九
四
九
年
）。
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献
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写真4　戸塚の一本松 1942年
(各課347所収)


